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【序論】 

我々の研究室ではフェニルアゾメチンを骨格と

したデンドリマー(DPAG4)が金属塩を精密に集積で

きることを見出している(Fig. 1) [1]。この特異な金

属集積能は樹状骨格に存在する電子密度の勾配に

よるものであり、様々な金属塩の集積を可能にして

きた。この金属塩の精密集積はこれまでに金属クラ

スターの鋳型合成に利用されてきた[2]。一方で、金

属集積により得られる「メタロデンドリマー」は局

所部位への金属錯体の高密度集積を可能にするこ

とから新たな機能発現が期待できる。 
 

【実験】  

DPAG4 の溶液に対し、BiCl3 のアセトニトリル溶

液を当量ずつ加えることで発光ビスマス錯体のデ

ンドリマー集積を行なった。錯形成挙動を UV-vis 吸

収スペクトルで測定し、溶液状態での光学特性を観

測した。電気化学測定により酸化還元特性を解明し

た。 
 

【結果と考察】 

BiCl3のデンドリマーへの段階的な精密集積を、紫

外可視吸収スペクトル、Job-plot、1H NMR、XPS に

より実証した。この BiCl3 集積デンドリマーは橙色

の発光を示した。その発光強度は集積量で制御で

き、DPAG4 内部への集積は固体状態の発光を可能に

することが分かった。また錯形成の可逆性と DPAG4

の内部空間を生かした発光のスイッチにも成功し

た(Fig. 2)[3],[4]。 
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